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転回するデザイン 

～障害者福祉の学術出版はどのように設計されたか？～ 

新潟青陵大学 海老田大五朗 

 

１．はじめに 

・本報告の目的：「学術書の出版」というパフォーマンスのデザインを記述すること 

→より具体的には「障害者福祉の学術出版」というパフォーマンスをどのように設計したか

を明らかにしつつ、拙著『デザインから考える障害者福祉：ミシンと砂時計』の概要を紹介

すること 

１－１．「学術書を出版すること」と「障害者の幸せ」 

・障害者福祉というのは言いかえれば障害者の幸せという意味 

・学術書を出版するというパフォーマンスがどのように障害者の幸せとかかわれるのか 

  ・というのも、通常「学術書を出版すること」と「障害者の幸せ」は結びつかない 

   ・ありうるとすれば障害を抱えた研究者が出版して売れたみたいな事態 

    ・しかしながら今回の出版はこのパターンには当てはまらない 

・「学術書を出版すること」と「障害者の幸せ」を結び付けるためにはデザインが必要 

１－２．なぜ学術出版するのか？ 

・公表する publish だけなら論文で十分 

 ・分野によっても事情は異なる 

  ・人文・社会科学の場合、アカデミア外への知識の還元 

  ・障害者福祉であれば障害者福祉の現場で働く人びと、当事者、家族などへの貢献 

・多様な学術雑誌へ分散して投稿する 

・学術誌の紙幅の限界（通常は 1万字程度、多くて 2万字） 

・私の場合、ケーススタディがほとんどだが、どのケースを記述するにしても、学術的課題

は通底しており、ケーススタディとこの学術的課題をセットにして提示したかった 

・エスノメソドロジー研究あるいはデザインの社会学研究における学術的課題： 

序章「何をどのように記述できればデザインを記述したことになるのか」 

１－３．学術出版の裏事情 

・学術出版事情：実質自費出版 

・先輩からの助言：「だいたい中古車 1台分」 

・なぜならマーケットが狭く、部数が売れないから 

 ・せいぜい 500 部、1000 部売れると「すごいですね」と言われる 

  ・献本、教科書採用、科研費出版助成 

・学術出版のジレンマ（佐藤・芳賀・山田 2011） 

 ・学問的厳密さ VS一般読者獲得のための読みやすさ 
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２．本書の趣旨とタイトル 

２－１．本書は何と同じではないのか 1 

・障害者アート（アウトサイダーアート、アールブリュットなど）研究との異同 

・拙著には障害者アート（アウトサイダーアート、アールブリュットなど）は出てこない 

・かろうじて出てくるのが表紙カバーのみ 

・拙著では冒頭で「デザイン」をグラフィックデザインやフォルム、カラーリング（だけ）

の問題として扱わないという話をしている 

・障害者のアート活動は、障害者と社会との接面の多様化や、障害者とそのご家族のアイ

デンティティカテゴリーの多様化をデザインしているものと私は考えている（が、拙著

でそのような話をしていない） 

・拙著で用いているデザインとは、狭義の商業的意味で用いず、障害者の福祉を可能にする

「技術上のディテール」、「機知や良識」、「創意工夫」のことであり、当該障害者の「特

性や抱える困難に配慮を示すような形で、実際の労働が可能になるような微調整やその

組み立て」を指している。（pp.6-7）【＝最適化実践（p.18）】 

２－２．本書は何と同じではないのか 2 

・ユニバーサルデザイン研究やインクルーシブデザイン研究との異同（p.30-31） 

・村田ら（2006:8）の「デザインが『ユニバーサル』であることを謳うことによって、か

えって隠されてしまうことが出てこないだろうか」という疑問 

・インクルーシブデザインとは、「これまで除外されてきた（エクスクルード）人々を包

含（インクルード）し、かつビジネスの主流として成り立つデザイン」（平井 2007:51）

を意味するヨーロッパ発祥の概念である 

・「インクルード」の含意は「包含と参加」である1。 

・拙著は、「ユニバーサル」や「インクルーシブ」という論点をデザインの使用から切り離

さずに考察する。 

・ユニバーサルデザインやインクルーシブデザインが目指す方向性については、おおむね賛

同している。 

・しかしながら研究という営みにおいては、ユニバーサルデザインやインクルーシブデザイ

ンを推奨するというよりも、「ユニバーサルな／インクルーシブなデザインはいかにして

可能か」「どのような論理や手続きによってユニバーサル／インクルーシブと呼びうるの

か」という問いに還元し、それらのデザインをある種の達成として扱い、実践から切り

離さずに記述する方針をとる。 

２－３．本書のタイトルに込められた指摘 

・障害者福祉における支援実践において、予測できない事態や逐次的に対応しなければなら

                                                      
1 インクルーシブデザインについては、他にもジュリア・カシムら（2014）の議論がある。なお、「インクルーシブデ

ザイン for ワークプレイス」とエスノメソドロジー的なワークプレイス・スタディーズ for ダイバーシティの異同につ

いては、海老田ら（2019）が口頭で報告している。 
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ないことなどいくらでもあるだろう。実践が微調整の連続であるならば、その実践の微

調整から学ぶべきことはたくさんあるはずだ。このような思索はクライアントと支援者、

非雇用者と雇用者、人と道具の相互行為 interactionという動的な概念を前提にしている。

『デザインから考える障害者福祉』という本書のタイトルは、「デザインとは動的なもの

であり、とらえにくい実践ではあるものの、ここにこそ注目すべき点が溢れているのに、

これまでの先行研究では取りこぼされてきたのではないか？」という指摘でもある。

（p.17） 

・サブタイトルの『ミシンと砂時計』はどちらも障害者の就労を可能にした道具 

 

３．出版社の選定（pp.78-79, pp.175-177） 

３－１．ラグーナ出版の概要 

・この出版パフォーマンスの設計で鍵になるのが、拙著版元のラグーナ出版（鹿児島市） 

・「病院に通院している人や退院した人に、社会のなかで、地域のなかで何か役割を見つけ

てあげよう」と考える森越会長と川畑社長が設立したラグーナ出版は、出版社であると

同時に主に精神障害者の就労継続支援施設でもある 

・最も就労が困難だと言われているが精神障害 

・精神障害者たちは一般企業に採用されても、長く定着するのも難しいとされている 

・にもかかわらず、ラグーナ出版を辞める人がほとんどいない（坂本 2011:155） 

・筆者にとって鹿児島市とは、人生において旅行や出張ですら訪れたことのない未踏の土地 

・微かに縁を感じると言えば、筆者が現在在住している新潟の「新」「潟」をそれぞれ英

語にすると New Lagoon、イタリア語であれば Nuovo Laguna、つまり「Laguna ラグー

ナ」つながりという、ほとんど駄洒落レベルの水準において2 

・必然の出会いであると言いたくなる理由は、まさにラグーナ出版が障害者就労継続支援 A

型の施設であるという事実 

・「障害者福祉のデザインについての研究書」である以上、障害者雇用に力を入れている

出版社から出版する、就労支援施設に印刷を依頼するなど、製本や出版場面においても、

何らかの形で障害者雇用あるいは障害者の就労支援に貢献したいと思っていた 

・出版というパフォーマンス自体も障害のある人たちの福祉に最適化されたかたちで成

し遂げたいと考えていたのである 

・そんななか出会ったのがラグーナ出版 

・坂本光司（2011）『日本でいちばん大切にしたい会社３』のおかげで、ラグーナ出版

を見つけることができた3 

                                                      
2 駄洒落レベルであるが、この「ラグーナつながり」の話をラグーナ出版の川畑社長にしたところ、たいへん喜んでく

ださった。坂本（2011:160-161）によれば、「ラグーナ」という名称に強くこだわったのが、他ならぬ川畑社長であっ

た。「つながり」を含意する「ラグーナ」が、筆者と出版社のつながりを表象したのである。 

3 ラグーナ出版の沿革などについては、この本と坂本光司編『幸せな職場のつくり方：障がい者雇用で輝く 52の物
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・病気が治ったから働くのではなく、働くことで回復をはかれる職場作りが使命であるとい

う理念のもと、ラグーナ出版は、就労継続支援 A型事業所として設立され、精神障害を

抱える人びととともに、本を作り、本を出版している 

３－２．ラグーナ出版から出版することの意義 

・本書の製作過程には、精神的な病を抱えながらも働かれている多くのみなさまにかかわっ

ていただいた 

・拙著は、ささやかながらラグーナ出版で働くみなさまに仕事（ラグーナ出版流に言えば、

回復をはかれる場）を提供したことになる 

・さらに、拙著の売り上げは、その多くがラグーナ出版の収入になる 

・そして拙著の売り上げはもちろん、働く精神病者の収入に直結する 

・拙著を買う人も、もしかしたら、障害者支援施設の売り上げに貢献したくて購入して

いるのかもしれない 

・編集過程では、精神保健福祉士の専門資格を持つ 2人の編集者にかかわっていただいた 

 ・この 2 人は編集者であると同時に精神保健福祉の実践者 

・この 2 人に拙稿の編集にかかわってもらうことは、筆者が「精神保健福祉の実践にそ

ぐわないことを記述していないか」をチェックするための、最適なゲートキープにな

る 

・つまり、福祉と言ってもチャリティや慈悲の精神でラグーナ出版から上梓したのではな

く、障害者福祉に関する学術書を出版するうえでの合理性があって、ラグーナ出版から

上梓した 

 

４．学術書表紙カバーのデザイン 

４－１．MSGアートクラブ（p.177） 

・拙著の表紙カバーは、新潟県南魚沼市立総合支援学校（MSG）のMSGアートクラブに、

しかるべきデザイン料を支払い、依頼している。 

・MSG アートクラブとは南魚沼市立総合支援学校より生まれた放課後クラブ活動で、子

どもたちの主体性に合わせた教えないアートクラブである 

・地域、保護者、学校という３つの力を合わせ、子どもたちが創作を通じた自己表現がで

きる環境づくりを目指している 

・職業デザイナーである牧野謙司がコーディネーター 

・サブタイトルの「ミシンと砂時計」をモチーフにしたデザインにしてほしいという依頼 

・1月に 2 回(1/15,1/29)のアートクラブを実施 

・アートワークとして、次の３つのことをした 

・① 砂と糸を使用しグラスの中に世界を作ってもらう 

                                                      

語』などに詳しい。 
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＊グラスは海老田研究室に飾ってあるものと偶然の一致 

・② 砂と糸を自由に使用してもらう 

・③ ミシンと砂時計を書いてもらう 

４－２．５つの候補作 

・５つの候補からの選出過程  

 

第 1 案 

 

 

第 2 案 
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第 3 案 

 

第 4 案 

 

第 5 案 
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４－３．50人からの聞き取り 

・この採用した作品（第 5 案）を含めた５つの案について、50 人程度から意見を聞いた。 

・50 名の中には大学生も多く含まれている 

・学生に意見を聞いたのも、本書に興味を持ってもらいたかったから 

・学生にとってもためになる話を書いたつもりなので。 

・この５つのうちどれにするか 

・ただし、迷っているといっても５つのうちどれにするのか迷っているというより、本命で

ある採用したカバーについては、ある種の直観があり、５つを初めて提示されたときか

らすでに、これ（第 5案）にしようとは思っていた 

・しかしながら、私の直観がどこから来るのか言語化できず、私の直観を打ち消すような面

白い選択理由が他の４つの候補のどれかに挙げられれば、そちらにしてもよいかなとは

思っていた 

・こうして多くの意見を聞いたが、私の決断を揺るがすような意見はなかった 

・しかしながら、私がなぜこの表紙カバーに直観したのか、その理由は明らかになった 

・私はただ単に直観したのではなく、この表紙カバーにした（他のカバーを選択しなかった）

明確な理由が、多くの方から意見を伺うことで判明した 

・私の直観にはもっともな理由があった 

４－３－１．選ばれなかった理由 

・50 人から聞き取ったなかで、一番人気は第 2案 

 ・編集者もデザイナーさんも第 2 案推し 

 ・ゼミ生も第 2案推しが多かった 

 ・仲の良い友人も第 2案 

・「綺麗」、「砂の入り混じる感じがダイバーシティ的」などの意見あり。 

 ・ダイバーシティ的というのは、私も同じ感想をもった 

  ・しかし拙著は、ダイバーシティを直接主題とはしていない 

   ・ダイバーシティ論は障害者福祉を考えるうえで重要だが、重要であるだけに誤想を

誘うデザインはどうなのかと思った 

・人気がなかったのは第 1 案と第 4 案 

 ・第 1案は私のリクエストに応えていないように受け取る人が多かった 

・二番人気が第 3案 

 ・第 3案を選ぶ理由は、「木目が、家具づくりが趣味な私っぽい」「糸と砂が一番はっきり

よくわかる」など 

 ・第 3案は、私をよく知る人ほどよく選ぶ傾向があった 

  ・しかし第 3案は題字が見にくい 

・聞き取りを終えた時点で 2 番人気に傾くが、第 3 案を選んだ人の意見のなかで、第 2 案

と第 4 案を選ばなかった理由の中に「（国語の）教科書っぽい」というものがあった。 
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・これは私にとって重要な指摘であった。 

・拙著はいわゆる「教科書」ではない 

・私にとって「教科書」とは教条が書いてあるもので、教条主義を助長するもの 

 ・教条主義とは、状況や現実を無視して、ある特定の原理・原則に固執する応用のき

かない考え方や態度 

・マニュアル的といってもよい 

・これは拙著とほとんど真逆の発想 

・つまり、拙著は教条主義とは決別しているため、一般的な「教科書」を連想させるような

カバーデザインは、もっとも避けたいカバーデザインであった 

４－３－２．選ばれた理由 

・第 5 案でほぼほぼ覚悟が決まったときに、しばらくの時間私は第 5 案を眺め続けた 

 ・あることに気づく 

第 5案のモザイク部分拡大 

 

・このモザイクは出鱈目に並んでいるわけではない 

・点対称になっていることに気づく 
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 ・一見すると、このモザイク模様はランダムなようで、実は図に展開方法論がある（秩序

がある）というのは、拙著の主張に通じる 

・拙著は 1 章につき１つのケースを扱うケーススタディなのだが、これは単に個別の

ケースを報告しているわけではない 

・個別のケースに埋め込まれているデザインの方法論を記述している 

   ・つまり、個別のバラバラなケースを記述しているようで、照準しているのは実践の

中に埋め込まれている、見られてはいるが気づかれないデザインの方法論なので

ある 

 ・点対称の図というのは、上からみることも下からみることも可能 

・つまり点対称の図は、転回を可能にする 

   ・「デザインされている社会とされていない社会は逆な気がした」（大意） 

・偶然ではあるが、一見すると健常者が働きやすいように（都合の良いように）デ

ザインされていた世界も、このコロナ禍が契機となり、大幅な見直しがなされて

きている 

・ある一人の障害者にデザインされた世界の話を読むことで、現在の世界が「本当

に最適化されているのか（デザインされているのか）？」と疑問符をつけられる

ようになる 

・一人一人の抱える困難は全て異なる。 

・１つとして他者と同じ障害や困難などありえない。 

・したがって、障害を抱える当事者に寄り添うような支援を記述するならば、そのような研

究は、究極的には全て個別研究でしかありえない 

・他方で、私たちはすでに日常生活の中でデザインという概念をすでに持っており、日常生

活の中でデザインする方法論をすでに知っている 

・個別の障害者の生の中で、人びとが共有して使用可能なデザインの方法論を記述する 

・個別性とそこに潜在する方法論を表象するカバーデザインであった 

 

５．まとめ 

・佐藤ら（2011）は学術出版社の組織アイデンティティとして「〈文化〉対〈商業〉」、つま

り経済的利害関係と規範的理念の対立を軸に、４つの学術出版社の実践を記述している 

・ラグーナ出版にはこうした対立軸とは別に、障害者就労継続支援施設として「精神障害を

抱える人びととともに、本を作り、本を出版し、働き続ける（ことを支援する）こと」

というミッションがある 

・こうした３つの課題（①経済的に成功すること、②学術書として評価されること、③精神

の病を抱える人とともに働き続けること）を、どのように最適化するか 

・筆者は「障害者福祉にかんする学術書をラグーナ出版から出版する」というパフォーマン

スのなかで、いくつかの創意工夫や調整することで、これらの最適化の課題に回答した 
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・拙著出版のなかで、何が最適化されているのか？ 

・経済面におけるまとまった金額の支払（上記①，③と関係） 

・学術的見解と障害者福祉支援者の視点の両立を可能にする、精神保健福祉士資格を所

持して支援を実践する編集者の存在（上記②，③と関係） 

・寄付ではなく仕事の提供（支払先としての障害者就労継続支援 A 型事業所）（上記①，

③と関係） 

・表紙カバーに含まれる、拙著の主張にかかわるメッセージが含まれている（上記①，

②と関係） 
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